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平成 23 年 2 月～平成 23 年 12 月の間に放射
線治療を行った 144 症例 
２．研究期間 
平成 23 年 2 月～平成 23 年 12 月 
３．データ収集・分析方法 
平成 23 年 2 月～平成 23 年 12 月の間に放射
線治療を行った患者の照射録・看護記録・F-RIS

















144 症例行われた。入院照射は 75 症例、外来照
射は 69 症例となっている。144 症例のうち、127
症例は治療完遂できたが、17 症例は完遂できず
中止となった。また治療完遂できた 127 症例の

















































前年は 86 例（平成 22 年 1 月～12 月の 12 ヶ月
間）であったが、今回の研究期間（平成 23 年 2





































































































































































5) 中 川 恵 一 ： 放 射 線 治 療 最 前 線 、
INNERVISION,P3 
 部位 総数 完遂 中止 中断 
  144 127 17 5 
  入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 
  75 69 61 66 14 3 5 0 
頭部 （脳転移・悪性神膠腫など） 13 11 2 0 0 0 
頭頸部 （咽頭がん・喉頭がんなど） 14 12 1 1 4 0 
胸部 （食道がん） 3 1 2 0 1 0 
胸部 （乳がん） 37 35 1 1 0 0 
胸部 （肺がんなど） 12 8 4 0 0 0 
腹部 （結腸がん・腹部リンパ節転移など） 6 5 1 0 0 0 
骨盤部 （前立腺がん） 32 30 1 1 0 0 
骨盤部 （子宮がんなど） 15 14 1 0 0 0 
骨 （脊椎や四肢骨への骨転移など） 12 11 1 0 0 0 
 
表１ 照射部位別治療完遂状況 
部位 総数 完遂 中止 中断 
全体 144 127（88.9％） 17（11.8％） 5（3.4％） 
根治 120 104（86.6％） 11（9.1％） 5（4.1％） 






根治照射 緩和照射 根治照射 緩和照射 
有害事象の発生 4 1 5 0 10 
身体症状の悪化 3 5 0 0 8 
その他 4 0 0 0 4 








  中止 中断 
頭頸部 1 4 
胸部（食道がん） 2 1 
胸部（肺がん） 1 0 
腹部 1 0 
 
表４ 有害事象発生状況（部位別） （総数 10症例） 
単位：例 
根治：根治照射・準根治照射を含む 
緩和：姑息・対症を含む 
